
平成３０年４月３日

平成３０年度から

～教育大綱に掲げた「教員が子どもたちと向き合う時間の確保」に向けて～

小中学校に教員支援員を配置

資料２



教員を取り巻く状況

津市における長時間勤務縮減の主な取り組み

項 目 内 容 実施時期

統合型校務支援システムの導入 公簿作成の電子化 平成２９年10月

庁内メール等事務処理の統一 事務文書のルール化 平成２９年９月

各種会議、研修会の見直し 回数や参加対象者の見直し 平成２９年７月

部活動指針の策定 休養日の設定 平成２９年５月

定時退校日の設定 月１日～２日を各学校で設定 平成２９年４月

２０１６年度の小中学校教員の平均勤務時間

中学校 平日 土・日曜日 1週間

教諭 １１時間３２分 ３時間２２分 ６３時間１８分

副校長・教頭 １２時間６分 ２時間６分 ６３時間３６分

校長 １０時間３７分 １時間５９分 ５５時間５７分

小学校 平日 土・日曜日 1週間

教諭 １１時間１５分 １時間７分 ５７時間２５分

副校長・教頭 １２時間１２分 １時間４９分 ６３時間３４分

校長 １０時間３７分 １時間２９分 ５４時間５９分

文部科学省教員勤務実態調査
（平成２８年度）集計速報値



津市教育大綱で今取り組まなければならない優先事項の
３つの視点を明確化

教員支援員配置の経緯①

教員が子どもたちと
向き合う時間の確保

組織的・機動的な
学校運営

まち全体で子どもたちを
支援する教育環境の整備

教員が子どもたちと
向き合う時間を

確保するための要望 負担軽減

人的支援
●給食会計処理の負担軽減
●特別支援教育支援員・スクールカウンセラー・臨時講師
の増員

●土日の部活動の縮減
●業務の精選
●校務支援システムの活用

平成２９年６月～８月に津市総合教育会議懇談会を３回開催

市長・教育委員会・学校現場 （小中学校長会役員、職員代表） 等との懇談



教員支援員配置の経緯②

平成２９年１０月１７日開催 津市総合教育会議

平成３０年度からの津市独自の取り組みとして

教員の業務を支援する教員支援員を配置

教員が子どもたちと
向き合う時間を

確保するための方策

学校現場への人的支援の拡充

市長
教育委員 教育委員

教育長

教育委員 教育委員

懇談会を受けて平成３０年度以降の取り組みについて協議

●教員の業務をサポートするアシスタント

●給食会計等の事務処理や徴収業務の
負担軽減



教員支援員の人材と配置先

教員支援員の人材・配置人数

教員支援員 学校

これまで培った知識・経験、意欲 即戦力・活性化

配置先

地区ごとに児童生徒数が多い小中学校４校に各1名を配置

人材

配置人数

※児童生徒数等は平成２９年５月1日現在の状況

退職時の役職 性別 学校名 教員数 児童生徒数 学級数 地区

幼稚園長 女 一身田小学校 ３６人 ６６２人 ２７ 中

幼稚園長 女 千里ヶ丘小学校 ３２人 ５４７人 ２１ 北

副参事 男 橋北中学校 ３１人 ５４４人 １８ 中

担当主幹 男 久居中学校 ３８人 ５２４人 ２１ 南

再任用職員 【平成29年度退職職員、再任用職員（更新）から希望者を配置】

４人



教員支援員の業務内容

調査・統計等に係る事務に関する支援①
各種調査の集約・データ入力、庁内メールの確認等

授業の準備に関する支援②
学習プリントの印刷、理科実験の準備・片付け等

学校行事等の準備・運営に関する支援③
行事に必要な物品の準備、日程調整、運営等

学校徴収金に係る事務に関する支援④
学年費や給食費の会計処理、支払

学校運営等に関する相談・助言⑤
学校業務、行政制度に関する相談・助言等

その他学校長が必要と認める教員の事務に関する支援⑥

事務作業

相談・助言



津市の教員支援員の特色

教員の事務作業を直接支援し、子どもたちと向き合う時間
を確保

再任用を希望する全職員に
「小中学校に勤務する教員をサポートする業務」
の希望の有無を確認

●子どもが好き
●学校現場で働いてみたい
●教育現場に関心がある

希望する理由

教員を直接支援

●市行政経験を生かした助言・相談
●市や県、関係機関との連絡調整役

再任用職員を配置

行政のルール
に精通

本人の希望 「学校現場で働いてみたい」



今後の展開

教員支援員に係る有効な活用と効果を検証

平成３１年度以降、配置校の拡大検討へ

教育大綱の実現

子どもたちの学力を向上させるため、
教員が子どもたちと向き合う時間を確保します！

１，０５９万円平成３０年度当初予算額
※再任用職員４名の人件費


